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1 ) 33匹のラッテの内11匹に骨腫場の発生を認めた (骨肉腫 1 , 線維肉腫10)｡ 陸揚発現に要した期間
は22週から47過に亘り, 平均 35週であった｡ 11例の腫痔のうち 2例 (骨肉腫, 線維肉腫 1 ) は central
origin, 9例 (線維肉腫) はparosteal origin のものと考えられる｡
2 ) 線維肉腫の 1例において継代皮下移植に成功した｡ 本腰癌は組織学的には未分化の線維肉豚で障疾
性類骨組織又は骨組織を形成せず, 1年間16代に亘る継代移植によってその組織学的特性は変化しなかっ
た｡ 移植陽性率は87.7% であった｡
3 ) 継代移植に成功した線維肉腫を同種ラッテの腰骨々髄内および骨膜下に移植した所, 移植陽性率は
骨髄内移植68.6% 骨膜下移植76.0% であった｡ 何れの移植法においても腰痛内のスピクラ様骨新生と肺転
移を認めたが, 骨膜下移植の場合の方が骨髄内移植の場合よりも, 腫療内骨新生, 肺転移共に高率に認め










論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
本研究は20一メチ～ルコラントレンを岐阜- 呑竜系ラッテの骨髄内に注入して, 移植可能な実験腫癌を
作製し, これを用いて種々の移植実験を行なったものであるが, この研究によって次のよ うな成績を得
た｡ 1 ) 33匹のラッテのうち11匹に骨腫癌が発生 した｡ この うち 2例 (骨肉腫, 線維肉腫) は central
origin, 9例 (線維肉腫) はparosteal origin のものと考えられた｡ 2 ) 線維肉腫の 1例においては, 同
種ラッテを用いて継代皮下移植することに成功し, 1年間16代にわたって継代移植をつづけることができ
た｡ この間に腫癌の組織像には著変は認められなかった｡ 3 ) 継代移植に成功した上記の線維肉腫を同種
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